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能 動性 の排 除 された韓国語 の〈doeda構 文 〉につ いて

石 賢敬

【キーワー ド】能動性、外的事情、行為を引き起こす力

【要旨】 日本語の 「なる」に意味的に対応する韓国語 「doeda」 が生 じる三つの構文

のうち、動詞が先行する<doeda構 文〉について考察する。 〈doeda構 文〉の表

す行為は<外 的事情〉が必要条件になってその意志 ・意図が生 じることか ら、この構文の機

能は行為の能動性を排除する表現であると主張する。

1.は じめに

日本語の 「する」は韓国語の 「苛叫hada」 に対応するが、それに対 して、受動態 「さ

れ る」と自動詞 「なる」は、韓国語にす るとどちらも 「ヨ叫doeda(な る)」に対応す る。

する 苛 叫hada

され る 、 な る ヨ じ}doeda

まず、「名詞+6}qhada」 動詞を 「名詞+9叫doeda」 にす ることに よって作 られ る受

動態 「され る」の例をあげる 個 観叩Choel978)。

(1)翌21三 皿 童 壁 廻.
Gyeongchaligeusarameulchepohaetda.

警 察 が そ の 人 を 逮 捕 した

弊 察 が そ の 人 を逮 捕 した.

(2)三≡1∠ 三上豊 ≦三L三慰 塑 正 壁e魁.2

Geusaramigyeongchalegechepodoeeotda.

そ の 人 が 警 察 に 逮 捕 され た

そ の 人 が 警 察 に 逮 捕 され た 。

1本 稿 で の 韓 国 語 の 表 記 は 、 韓 国 文 化 観 光 部 の ロー マ 字 表 記 法(2000)を 用 い る。

2司 層qc}(心 配doeda) 、 号 早 日1斗(勉 強doeda)、 望 子 日1斗(研 究doeda)、 君 号 日c}(監 禁doed

a)、 手 昇 日 叫(注 目doeda)、 刈 ス胴c}(掲 載doeda)、 週 叫qI斗(結 縛doeda)
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さ ら に 、司qu1(Choel978)は 以 下 の 例 を あ げ 、動 詞 を 「動 詞 一川ge+月u}doedal

形 式 に す る こ とに よ っ て 受 動 の 意 味 を もつ よ うに な り、 「-A)ge+9叫doeda」 を

受 動 文 に す る 文 法 要 素 で あ る と して い る3n

(3)ユ 且 堂2追 三ZLSId皿 丑 皇呈 童 遡 拠.

Geunyeoneuneoneugidowonirangoseuroomgyeojigedoeeotda.

彼女 は ある 祈祷院 とい う 所 に 移 され るgeな った

彼女は どの祈祷院 とい う所 に移 され るよ うになった。

一 方
、o困 望(李1992)は 、(3)で 受 動 の 意 味 が 現 れ る の は 「一州ge+司!斗doeda」

に よ る の で は な く 、 動 詞 が 受 動 を そ の 固 有 の 意 味 と して 持 っ て い る か らで あ る と して い

る 。 ま た 、 以 下 の 例 を あ げ 、 使 役 文 で あ る(4)「-Alge+6}叫hada」 に 対 応 す る

(5)「-A)ge+日1斗doeda」 は 受 動 文 で あ る と して い る。

(4)XZ上 皇ヒ 盟 亘LぎL坐 ヒ ニ量ニ ヨiLとLz丑 」撞.

Xgabaksiljangmajeohoesareultteonagehaneungun.

Xが 朴 室 長 さえ 会 社 を や め るgeす る

Xが 朴 室 侵 さ え も会 社 を や め させ る.

(5)上 ≡ヒ 盟 亘LぎL且 杢上 量 ヨ並 ヒZ丑 蓮 ・

Baksiljangmajeohoesareultteonagedoeneungun.

朴 室 長 さ え 会 社 を や め るgeな る

朴 室 長 さ え 会 社 を や め る こ とに な る 。

2.国 叫doeda」 の意味 と用法

「月叫doeda」 の意味 は、『♀司暫 暑λ困 』(1991)、 『最新ハ ングル大辞典 ♀司唐

芒人レヨ』(1994)、 『号明 叫λト組』(1991)、 『朝鮮語大辞典』(1986)を 参考にす ると、

次のよ うにま とめられ る。

①完成 される、成 され る ②及ぶ ③変わる、変化 される ⑤年 をとる ⑥始 まる

⑦経 る、経過す る ⑧構成 される ⑨ よい、大丈夫だ ⑩(結 果 を)も たらす

次は 「9叫doeda」 が現れ る三つの構文をあげる。本稿 は、その中で<C.動 詞 一刈

ge+司 叫doeda>に ついて検討する。

3「 移 され る」 のほか に、 「奪 われ る」、「取 られ る」、 「失 う」 な どの動詞 が例 として あげて いる。
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能動性 の排除 された韓 国語 の 「doeda」構文 につ いて

A.名 詞 一〇li/フ}gai+!司t斗doeda(名 詞 一に+な る)

(6)2巡LZ上 遡 三ゴLl塑Lエ ヨヒ.

Tarougaseonsaengnimidoeeotda

太 郎 が 先 生 が 「な る 」 の 過 去 形

太 郎 が 先 生 に な っ た 。

B.形 容詞 一刈ge+同qdoeda(イ 形容詞一く+な る、ナ形容詞一に+な る)

(7)と 上型L立L盟 掘.

NamusipipPalgakedoeeotda.

木 の 葉 が 赤 いge「 な る 」 の 過 去 形

木 の 葉 が 赤 くな っ た 。

c.動 詞 一11ge+只 叫doeda(動 詞 一に 十 な る)

(8)太 郎Z上 遡1魍.

Tarougageotgedoeeotda.

太 郎 が 歩 くge「 な る 」 の 過 去 形

太 郎 が 歩 く よ うに な っ た 。

3.動 詞 一11geq叫doeda

「9qdoeda」 の前に動詞が くる場合、 「動詞+11ge9叫doeda」(以 下、<q叫

doeda構 文 〉とす る)の 前にくる動詞は 自動詞で も他動詞でもよい。 このよ うな く斜叫

doeda構 文〉は、様々な文法書および辞書な どで 日本語の 「～ よ うになる」 とい う意味

をあ らわす と している。 しか し、〈月じ}doeda構 文〉は 日本語の 「～よ うにな る」とい

う表現 よりも多様 な意味を持つ と思われ る。

3.1〈SIT斗doeda構 文〉

(9)生 丑Z上1遡.

Agigageoreotda.

赤 ち ゃ ん が 歩 い た

赤 ち ゃ ん が 歩 い た 。

4「 ガ 格 体 言 」 に 当 た る も の で 、「01i/フ}ga」(日 本 語 の 「ガ 」 に 当 た る)あ る い はfeeun/セneun」

(日 本 請 の 「ハ 」 に 当た る)と い う助 詞 の こ とで あ る。
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(10)2図Z止 翌 魍.

Agigageotgedoeeotda.

赤 ち ゃ ん が 歩 くgeな っ た

赤 ち ゃ ん が 歩 く よ うに な っ た。

(9)は 事態(主 語の行為)を 淡々と述べているのに対 して、(10)は 同 じ 「歩 く」

を意味す る動詞 をく月叫doeda構 文〉にすることで、 「歩 く」 ことだけでな く歩けるま

でに成長 した とい う意味までをも含む表現 となる。すなわちく月!斗doeda構 文〉とい う

形式によって、「歩 く」行 為が行われ るように至った原因あるいは理由があることが考え

られ るのである。また、(10)は 「赤ちゃん」が生まれ てす ぐは 「歩 けなかったが、や

っ と歩けた」とい う状態変化を表す こともできる。 しか し、「赤ちゃん」自身に歩こ うと

する気持 ちがあったか どうかは曖昧である。 ここで 「赤ちゃん」を大人である 「太郎」に

してみる。

(11)太 郎Z上 遡,

Tarogageoreotda.

太 郎 が 歩 い た

太 郎 が 歩 い た 。

(12>太 郎Z上 翌1盟 虫.(=(8))

Tarogageotge'doeeotda.

太 郎 が 歩 くgeな っ た

太 郎 が 歩 く よ うに な っ た。

(12)の 「太郎」は、何 らかの理由で 「歩けなかったが、歩けるよ うになった」 とい

う意味を表 していて、不可能であった ことが可能になった とい う意味を含んでいる。 ま

た、この解釈 だけでなく、太郎は歩 こうとしなかったが、何 らかの事情に よって歩いた

とい う意味 として も捉えることができる。後者の場合は(12)も 日本語にす ると、「太

郎が歩いた」で、(11)の 日本語訳 と同 じ文になって しま うのである。次は、「太郎が歩

く」 とい う行為を引き起 こす何 らかの事情 を具体的に表す内容を入れた例をあげる。

(12a)太 郎 圭 丑Z上 遡 翌皿1魍.

Taroneunchagaeobeoseogeotgedoeeotda.

太 郎 は 車 が な い の で 歩 くgeな っ た

太 郎 は 車 が な い の で 歩 い た 。
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能動性 の排 除 された韓 国語の 「doeda」構文 について

(12b)太 郎1ヒ 亙 ≧L至 皇 翌 量 翌 魍.

Taroneungyeongchijoheunhaebyeoneulgeotgedoeeotda.

太 郎 は 景 色 い い 海 沿 い を 歩 くgeな っ た

太 郎 は 景 色 の い い 海 沿 い を 歩 い た 。

まず(12a)の 日本語の訳文では、太郎が自分の意図で 「歩 く」行為を行 うとい う意

味(歩 くしかなかった)で あるのに対 して、韓国語の普通 の文(<q叫doedaな し構文

〉)は 、太郎 自身の心か らわいてきた気持 ちではな く 「車がない」 とい う理 由によって

「歩 く」行為を行 うのである。(12a)を 〈gqdoedaな し構文 〉に して もく仕方なく、

やむ を得ず 〉とい う意味になる場合はあるが、〈月叫doeda構 文 〉にす ることで行為者5

である 「太郎」は、「車がない」とい う事情によって 「歩 く」意図が生 じると考え られ る。

〈典型的な動作主〉が意志 ・意図を持って行為 を行 うのに対 して、〈SIT斗doeda構 文

〉の場合 は行為者 自身のそれ を問わない ことか ら意志的な動作の主体であるく典型的な

動作主 〉ではないと言える。このよ うに(12a)で は、〈仕方な く、やむを得ず 〉とい

う表現が文の中にな くても、その意味が現れ る。また(12b)を く月叫doedaな し構文

〉に した場合は、積極的に 「歩 く」行為が行われ る意味を表すのに対 して、<日 叫doeda

構文 〉は 「景色がいい」とい う外的な事情 によって 「歩いた」のであ る。結 果的には 「歩

いた」が、「景色がいい」とい うことによって自然 に 「歩 く」とい う気持 ちがわいてきた

ことを表 している。

このよ うに〈S叫doeda構 文 〉にすると、行為者の行為は 「車がない」、「景色がいい」

な どとい う何 らかの事情によるものであるために、〈月叫doedaな し構文 〉とは異なる

意味 を表す ことにな る。(12b)は 、(12a)の よ うなく仕方 なく、やむを得ず 〉の意

味ではな く、 日本語の場合 と同 じく 「景色がいい」 ことによって 「歩 く気が起 こった」

とい う意図が もたらされ るのである。(12b)の 〈S叫doeda構 文〉での行為は、「景色

がいい」 とい う原因によって行為が引き起 こされ ると考 えられ る。

ここまで をみると、〈倒じ}doeda構 文 〉での行為は、意図が どの ように して生 じたの

か とい う原因が外的事情になって行われ ることか ら、意図を もって積極的に行 われる行

為ではないので、〈能動性が排除された表現〉であると考え る。 またその行為は何 らか

の事情が原因 となって引き起こされ ることか ら「ナル」的表現 と言えるだろ う。次の3.

2で は、行為を引き起こす力 であるく外的事情 〉について考えてみ る。

3.2.行 為を引き起 こすカであるく外的事情 〉

〈!司叫doeda構 文 〉が成立す るためには、それ に当てはま るよ うな何 らかの事情が存

5こ こでは 、ただ 単に行為 を行 う者 とい う意味で用 いる こ とにす る。
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在す る方がいい。存在 しないと非文とは言えないが、意味的に不十分な感 じがす るので

ある。何 らかの事情に当たる表現がない と話者の伝えたい意味がはっき りと伝 え られ な

くなるのであ る。つま り、〈只じ}doeda構 文〉においての何 らかの事情は、文 として落

ち着いた表現 とす るために必須である。

行為動詞は意図をもって行われ る[意 図 → 行為]が 、〈引叫doeda構 文 〉は典型的

な行為 とは違って、意図が どのように生 じたかとい う原因までをも含む表現である[原 因

→ 意図 → 行為]と 思われ る。

ここか らは意図が どの ように生 じたかを表すく外的事情 〉をく仕方なく〉、〈 目的 〉、

〈外的理由〉、〈あやまって〉の4つ に分けて詳 しく検討す る。 しか し、〈外的事情 〉

とい うのは動詞6の種類に よって使い分けるのではなく、〈qじ}doeda構 文 〉にす るこ

とで、行為が内発的 に行われないことを明示す ると考え られる。また、<判 叫doeda構

文〉全体の共通点は、〈外的事情 〉が原因となって意図が生 じるこ とか らく能動性の排

除 〉された表現であると考える。それぞれの例を挙げなが ら、〈9叫doeda構 文〉の本

来的に持つ意味 ・性質を探 る。

3.2.1.<仕 方 な 〈、 や む を 得 ず 〉

その意味からも分かるよ うに、「仕方なく、やむを得ず」とい うのは行為者の意図が分

からないあるいはそれに反 してことが行われるとい うことである。 文の中にはその表現

が現れ ないが、 〈只じ}doeda構 文〉にす るだけでその意味が生 じるのである。

(13)太郎セW91遡 坐 塑 拠.
Taroneunnaeirisiheomiraseochaegeulpyeogedoeeotda.

太 郎 は 明 日が 試 験 な の で 本 を 開 くgeな っ た

太 郎 は(勉 強 した くな か っ た が)明 日が 試 験 な の で(仕 方 な く)本 を 開 い た 。

(13)で は、 日本語の場合 は 「本を開いた」 とい う意味 しか表れ ないが、韓国語の

文では 「太郎」の勉強 したくない とい う気持ちまでをも表 され るのである。

(14)太 郎告Z囲 遡 醤司苛セ 鯉 劉 皇凱 鯉 且.
Tarouneunjarigaeobeoseosireohaneunhaksaengyeopeangedoeeotda.

太 郎 は 席 が な く て き ら い な 学 生 隣 に 座 るgeな っ た

太 郎 は(空 い て い る)席 が な い の で(仕 方 な く)き ら い な 学 生 の 隣 に 座 っ た 。

6本 稿 では 、行為 を表す動詞 を 中心 に考 察す る。
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能動性 の排除 され た韓 国語 の 「doeda」構文 につ いて

(15)太 郎セ 魍 丑 魍 塑jgal}1].ee皿 魍.

Taroneunhakgyoegalsiganidwaeseotellebijeoneulkkeugedoeeotda・

太 郎 は 学 校 に 行 く 時 間 が な っ て テ レ ビ を 消 すgeな っ た

太 郎 は 単 校 に 行 く 時 間 に な っ た の で(仕 方 な く)テ レ ビ を 消 し た 。

(16)雌 豊想号olglE21.}i量 魍1YSI.zlL魍.

Seonsaengnimeunhaksaengdeuritteodeureoseohandaessikttaerigedoeeotda.

先 生 は 学 生 た ち が 騒 い だ の で 一 回 ず つ 叩 くgeな っ た

先 生 は 学 生 達 が あ ま り に も 勉 強 し な い の で(仕 方 な く)一 回 ず つ 叩 い た 。

(13)か ら(16)に ついては、 日本語訳では文の中に 「仕方なく」 とい う表現が

なけれ ば行為者の意志的な行為の意味 を表すことも可能で あるのに対 して、韓国語の文

では 「仕方なく」に当たる 「曾 亭Stelhalsueopsi」 とい う表現がな くて も、〈司叫

doeda構 文〉にするだけで〈能動性の排除された 〉表現であることがわか る。 また、<

能動性の排除 され た〉表現を支えているのがく外的事情 〉である。(13)で は 「明 日の

試験」、(14)で は 「空いている席がない」、(15)で は 「学校 に行 く時間」、(16)

では 「学生達が騒 ぐ」とい うく外的事情 〉によって行為者の行為が引き起こされている。

一方、(13)か ら(16)を く司τ}doedaな し構文 〉に した場合は、日本語 と同 じく 「仕

方 なく」な どの表現がない と意志的な行為を意味するのである。

3.2.2目 的

目的 と理由 ・原因 とは意味の上で似ているところがある。 日本語の 「ため」は、 日的

および理由 ・原 因を表 していることか らも分かるだろ う。 奥津(1986)で は、目的の副

詞を含む文 を 「目的構 文」 とし、次の ような四つの制限 をあげている。

1)補 文の主語 と主文の主語 とは同一でなければならない。

2)補 文 ・主文いずれの主語 も有生(+animate)の ものでなければな らない。

3)補 文お よび主文の動詞は、有生の主語による意志的動作を表す もの(+volitiona1)

とい う素性 を持っ ものでなければな らない。

4)補 文のテ ンスは未完了形でなければならない。

ここで、 「目的」 と分類 したく只叫doeda構 文〉は、上記の条件 を全部満た している。

それを満た しているのは、あ くまで も動詞の意味までであ り、〈日r斗doeda構 文〉を使

って表現す ることによって行為者が行 う動作 自体は行為者 自身の内発的な意図ではなく

外的要因によって生 じるこ とを表 しているのである。ここでも 「仕方な く、やむを得ず」
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とい う意味 と重なる場合 もあるが、〈外的事情 〉として取 り上げている 「目的」の場合

はその意味が薄 まっていて、行為者の意図しなかったことを表す。また 「目的」 とは言

っても、〈ヨ叫doeda構 文〉を用い ることによって行為者 の行為 は、行為者 自身の意図

によって行われ るとい うよりは「目的」が原因 となって行われ るとい うことを表現する。

(17)太 監 蝿 遡 圭Li81S&遡 且 鑓且.

Tarouneungeongangeulwihaeseoundongjangeuldalligedoeeotda.

太 郎 は 健 康 を た め に 運 動 場 を 走 るgeな っ た

太 郎 は 健 康 の た め に 運 動 場 を 走 っ た 、

「太郎」は 「走る」ことを しようとしたのではないが、「健康のために」とい う目的が

その動作を引き起 こす力にな り 「走る」ことを行 うのである。 日本語 の訳通 りにす る場

合(〈sl叫doedaな し構文 〉にする場合)と の違いは、〈9叫doeda構 文 〉にすること

によって行為者の 「いやが りなが らも」 とい う気持ちまでを表現することができるので

ある。

(18)太 郎モ 魍Z止zl遡 且 全畳 互L皿1魁.

Tarouneunhakgyoegagiwihaeseobeoseureultagedoeeotda.

太 郎 は 学 校 に 行 く た め に バ ス を 乗 るgeな っ た

太 郎 は 学 校 に行 くた め に バ ス に 乗 っ た 。

(19>互 上避 圭≧ 亘ヒ鴛 鯉L遡&21&至ii二dLEZI -21.!Eヒ.

Tarouneunmaeumeulanjeongsikigiwihaeseoeumageuldeutdedoeeotda.

太 郎 は 心 を 安 定 さ せ る た め に 音 楽 を 聞 くgeな っ た

太 郎 は 心 を 安 定 さ せ る た め に 音 楽 を 聴 い た

(20)太 郎iZ囲 量1]`YL遡 量 量 遡 魍.

Tarouneunkeopireulmasigiwihaeseomureulkkeurigedoeeotda.

太 郎 は コー ヒ ー を 飲 む た め に 水 を 沸 か すgeな っ た

太 郎 は コー ヒー を 飲 む た め に お 湯 を 沸 かLた

(17)～(20)は 「～のために」とい う目的を挙げている。(17)の 「太郎は 自

分の健康のために走った」では、太郎による行為ではあるが、 〈外的事情 〉に よって走

った とい う〈非能動 〉を表 している。(18)も 同 じよ うに自分のために行 った行為では

あるが、その行為 を引き起 こした力は太郎 自身ではなく、 「学校に行 く」 とい う目的であ

る。(19)は 「心 を安定 させ る」 目的が 「音楽を聴 く」行為を、(20)で は 「コー ヒ
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一を飲む」 とい う目的が 「お湯を沸かす」行為を引き起こ している
。 日本語訳では、そ

の 「目的」のために行 う行為になるので能動的な意味を表すのに対 して、韓国語 の場合

の行為は、内発的な意図によるものではなくく外的事情 〉によって意図が生 じて行われ

ることか らく能動性が排 除された〉表現 となる。

3.2.3外 的理 由

「外的理由」 とは、行為者 自分か らの コン トロールで きない ことが多い。例えば、(2

1)の 「おなかが空 く」、(22)の 「面白い」の ようなこ とは、行為者である 「太郎」

が感 じることではあるが、太郎 自分ではコン トロールできない ことである。(21)の 「食

べる」行為は、「おなかがす く」とい うく外的理 由〉によって行われ、またその意図をも

生 じて しま うと思われ る。

(21)太 郎{… 皿 遡 艶 盟El2M.

Tarouneunbaegagopaseobabeulmeokgedoeeotda.

太 郎 は お な か が す い て ご飯 を 食 べ るgeな っ た

太 郎 は お な か が 空 い た の で ご 飯 を 食 べ た 。

(22)太 郎 モ 型 且 呈 劃 盟 呈丑 皇囚 旦 魍.

Tarouneunchaegineomujaemiisseoseobamsaedorokikgedoeeotda.

太 郎 は 本 が とて も 面 白 く て 一 晩 中 読 むgeな っ た

太 郎 は 本 が あ ま りに も面 白 く て 一 晩 中 読 ん だ 。

(23)太 郎セ 盟 盤 翌 盤 亘ヒ舩,iLSZ1LSI-2M.

Tarouneunbaekhwajeomiseireulhaeseooseulmaeumkkeotgoreugedoeeotda.

太 郎 は デ パ ー トが セ ー ル を し て 服 を 思 い 切 り 選 ぶgeな っ た

太 郎 は デ パ ー トが セ ー ル を し て 服 を 思 い 切 り 選 ん だ.

(24)太 郎セ 有組01戴叫7ト 量21量2囲 麗 週1魁.

Tarouneunjeongjeonieotdagaburideureowaseochotbureulkkeugedoeeotda.

太 郎 は 停 電 だ っ た の が 電 気 が 入 っ て き て ろ う そ く を 消 すgeな っ た

太 郎 は 停 電 だ っ た が 電 気 が き た の で ろ うそ く を 消 し た 。

(25)太 郎告 互L1魍 避 塑 捌.

Tarouneunbigawaseousaneulpyeogedoeeotda.

太 郎 は 雨 が き て 傘 を 開 くgeな っ た

太 郎 は 雨 が 降 っ た の で 傘 を さ した.
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行為者 自身の力で コン トロールができない(23)の 「デパー トのセール」、(24)

の 「電気がきたのでj、(25)の 「雨が降ったので」が原因 とす る 「外的理由」によっ

て行為が行われるのである。

3.2.4〈 あやま って、不注意 で〉

この 「あやまって、不注意で」とい う表現が文の中になくてもく司τ}doeda構 文〉に

す るだけで、意図 していなかった動作が自然 に起 こりうる表現にな る。行為者 は何 も意

図 しなかったのに 「手が勝手に」 とい う意味も表 している。

(26)太 郎芒 畳丑且量 雌 魍 狸 量3LliLzg且 魍.

TaroneunKeompyuteoreulsayonghagoisseotneundejaryoreuljiugedoeeotda.

太 郎 は パ ソ コ ン を 使 っ て い た が 資 料 を 消 すgeな っ た

太 郎 は パ ソ コ ン を 使 っ て い た が(あ や ま っ て)す べ て の 資 料 を 消 し た 。

行為動詞による行為は、意図によって行われその結果までを含むが、(26)の 「資料

を消す」 とい う行為 は 「消す」意図をもって行ったこ とを表すのではない。意図をもっ

て行われた 「パ ソコンを使 う」とい う行為を行 うことによって、意図 しなかった 「資料

を消す」結果が生 じるのである。

(27)太 郎壱,zzl.g遡 」聾 皿皿 ヨ魍.

Tarouneungogireulsseoldagasongarageulbegedoeeotda.

太 郎 は 肉 を 切 っ て い た が 指 を 切 るgeな っ た

太 郎 は 肉 を切 っ て い た が(あ や ま っ て)指 を切 っ た 。

(28)太 郎ゼ 旭三咽暑 三L⊇遡 望 避1ilca魁.

Tarouneunsaendeubaegeulchigoitdagayeopsarameulttaerigedoeeotda.

太 郎 は サ ン ドバ ッ ク を 叩 く い た が 隣 の 人 を 殴 るgeな っ た

太 郎 は サ ン ドバ ッ ク を 叩 い て い た が(あ や ま っ て)隣 の 人 に 当 た っ た 。

ここで も、3.2.1の 「仕方な く」 と同 じく 「あやまって」 とい う表現がな くて も

〈9叫doeda構 文 〉を用いることで、行為者の能動性 はな くなる。その際、(26)で

は 「すべての資料 を消す」、(27)で は 「指を切る」、(28)で は 「隣の人 を殴る」 と

い うく外的事情 〉によって行為が引き起 こされる。要するに、意図的 に行われた[行 為A]

が原因となって、意図 していなかった[行 為B]が 生 じて しま うのである。 また、(28)

の「殴る」とい う行為は 自分か ら意図 しよ うとしなくて も自然に起 こることではないが、

少な くとも 「隣の人を殴 る」 とい う意図はなかったのに もかかわ らず、その行為を して
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しま うとい う意味で 自分の意図に反 していると言 える。

この ように、〈日叫doeda構 文〉にす ると 「あや まって」の意味が生 じる表現 は、 日

本語の 「～て しま う」に似ている。鈴木(1972)は 、感情 ・評価的意味 としての 「～て

しま う」について 「好ま しくない結果になって残念だ」、「思 いがけない結果 になって照

れ くさい」な どの ように述べ ている。「好ま しくない結果」、「思いがけない結果」とい う

ことか ら、話 し手の意図 とは関係な くいつの間にか出来事が起 こったとい う〈能動性が

排除された〉表現 である。

4.終 わ りに

韓国語のく只叫doeda構 文 〉は、行為を引き起こすく外的事情 〉によって意図が生 じ、

その結果、行為が行 われ るとい う意味 を表す こと(3.2.1～3.2.3)、 また、意

図的な[行 為A]を することで意図 しなかった[行 為B]が 行われ る(3.2.4)こ とか ら

能動性の排除 され た表現 としてま とめる。まず、行為動詞の意図 をもたら し行為 を引き

起 こすカ とな るく外的事情 〉と称す るものが原因になる とし、3.2.1は く仕方な く

〉、3.2.2で は〈目的 〉、3.2.3で はく外的要因 〉と分 けて、行為の結果は原

因によって意図が生 じ現れ るとしている。また3.2.4〈 あや まって〉で行われ る行

為は、意図 した[行 為A]を 行 うことが原因 となって[行 為B]の 結果 をもた らす ことがわか

った。 これ らに共通 しているのは意図のあ り方が、典型的な動作 とは違 う点であると言

える。

受動態 国 仁}doeda」 についての 日韓対照研究はあるが、〈月じ}doeda構 文 〉につい

ての先行研究はほ とんどないに等 しいので、今後の研究対象に したい。 また、今回は行

為 を表す動詞 を中心に して考察 しているが、様 々な動詞お よび形容詞、名詞が先行す る

〈Sl叫doeda構 文〉は今後の課題 にす る。
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 On the Agent Defocusing Function of the Korean doeda Construction 

SOK, Hyeongyeong

Keywords: agentivity, external circumstances, force dynamics

                              Abstract 

Of the three constructions involving "doeda", which corresponds in meaning to 

Japanese "naru", this paper focuses on the variant in which doeda is preceded by a verb. 

I argue that the main function of this construction is to defocus the agentivity of 

the action denoted by the verb on the basis of the observation that its felicitous 

use requires that external circumstances be responsible for the agent's intention to 

perform that action.

(そ く ・ひ ょんぎょん 東海大学講師)
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